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【動機】

新型コロナウイルスのまん延防止を目的として、光触媒作用が注目されている。しかし、無機半
導体は固定するための材料。安価かつ容易に加工できるアルギン酸ナトリウムを見出し、光触媒
を組み合わせることで、光触媒活性を発現できる新規材料を作製できるかを検討した。

【方法】

酸化チタンをアルギン酸ゲルに包接したビーズ状材料を作製した。吸光度測定によるメチレンブ
ルーの分解率の点から光触媒活性を評価した。作製条件を種々変えて、最適条件を検討した。ま
た、太陽光照射下でも同様の実験を行い、実用化の是非を検討した。

【結果】

アルギン酸ゲルで包接した材料でも光触媒活性を発現した。酸化チタン０．１０ｇ、乳酸カルシ
ウム濃度１．０％で作製した材料が最も活性が高かった。広範なｐＨの溶液に対しても、一様に
活性を得られた。太陽光に対しても、十分な活性を得ることができた。

【まとめ】

保水性の高い光触媒材料としてアルギン酸ゲル材料の活性を確認した。最適条件を検討した過程
で、材料内部に分解対象物質が取り込まれ、そこで光触媒反応が進行するという機構を見出した
。様々な物質に対して反応し、太陽光にも応答するため、実生活でも活用できるとみられる。

【展望】

種子の栽培に必要な活性酸素を生成できるため、アルギン酸ゲルの保水性と組み合わせて水耕栽
培や乾燥地域でも栽培への活用を検討する。アルギン酸ナトリウムは海藻から抽出できるものな
ので、実際に海藻から抽出し、本材料の作製ができれば、水産業の可能性を広げることができよ
う。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

